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要 旨
権力の分立 と相互牽制は近代政治の構成用件であ り、本論文は中枢院とい う政治制度を
通 じ、総督政治の`近 代性'の 問題を検討 した。韓末の政治改革の過程において出現 した
中枢院は日帝が朝鮮を力で占領 した以降も、その制度と名称は存続したが、その政治的機




総督期の`文 化政治'の 基調が反映されたものといえる。中枢院の参議の多 くは財力があ
り教育水準 も高 く、朝鮮総督府の予想 より政治への参加要求が強かった。彼 らは中枢院の
会議において`諮 問事項'と 関連のない参政権 と自治制度を要求す る政治的発言を時たま
行った。`朝 鮮 日本人'と認識された国民'協会出身の参議は何度 も参政権を主張 した。彼 ら
は既に1920年 代初か ら日本`帝 国'内 の中央政治に参加しようとい う参政権請願運動を




任、そ して建議件を与えようとい う改革案が検討され るなど、中枢院に対す る朝鮮人参議
の改善要求が受容され る兆 しが見られた。それは以前に比べ極めて画期的な案であった。




する機構 として働いた。朝鮮人の動員が より切迫した1944年 末、 日本内務省管理局にお
いて中枢院に議会機能を与えようとい う改革案がつ くられたが、実行されなかった。
植民地期の総督政治は大韓:帝国期の専制政治に比べ大衆に対する統制 と管理 とい う側面
において一歩進んだ`近 代化'で あったが、ブルジョアをはじめとす る中央政治に朝鮮人












は受入れ られないという限界を見せた。このように中枢院を媒介 として行われたそ うした
`政治'は`植 民地近代'の一つの姿であった。
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